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１．研究成果の概要 

 本研究は、サービス産業におけるイノベーションとそれを担う人材の能力開発のあり方、それを効果的に

行うためのマネジメントについて解明することを目的にしている。2021 年度は、幅広くサーベイ研究を実施

した。本研究はサービス産業の固有性が現れるサービスの提供現場に注目している。とりわけ現場からのイノ

ベーションを実現し、制度化していくための人材の能力開発に注目している。日本の工業力の向上において、

改善活動などの現場からの知識創出が大きな力となってきた歴史があるが、これらの知見を今日のサービス産

業にどのように援用することが可能であるか、これら領域の先行研究、イノベーション研究、ならびに経営学

研究領域について網羅的に研究することを進めた。 

現在のコロナ禍は日本社会にとって大きな影響を及ぼしている。とりわけ本研究の対象であるサービス産業

においては、その影響が著しく、採用抑制など人的資源への影響も出ている。ベッカーらの先行研究にあるよ

うに、企業特殊的な能力をもつ人材は投資されて育成されなければならない。こうした人材がイノベーション

創出の根幹である。しかし、コロナ禍の影響で、こうした人的資源への投資が抑制的になり、その影響が企業

の競争力そのものに影響する可能性が高い。例えば、サービス産業の現場でとりわけ特徴的な要素である「対

人への働きかけ」の能力も、高度な能力として育成されなければならないものであるが、こうした投資がコロ

ナ禍でどのように影響を受けているのかは、リーマンショックなど過去の事例と比較検討しながら検討を進め

る必要がある課題である。こうした経営行動の変化が与える影響は単年では把握できないので、中期的に観察

していく必要がある。 

 これらの研究成果をもとに、一連の研究のさらなる深耕を目指す。 
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